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研究テーマ プラズマ触媒反応による CO2からの有価物合成 

使用装置 電界放出形走査透過電子顕微鏡（200kV） 

実験・測定内容 

当該研究ではプラズマ触媒による CO2有効利用法の検討を行なった． 

実験では CO2および CH4 を原料としプラズマ触媒上で反応させた．また触媒の劣化

を確認するため貴研究所の電界放出形走査透過電子顕微鏡（200kV）を用いて反応

前後の触媒劣化を調査した． 

実験・測定に 

よって得られた 

結果や課題 

本項に実験で得られた TEM 像を示す．なお左が実験前，右が実験後資料である．反

応有無によらず粒子凝集は見られず，プラズマ反応がシンタリングを発生させることは

ないことが示された．またその一方で反応活性低下が進行しており，これはその他要

因によるものが明らかとなった．TEM 利用により触媒のナノスケールでの分析が可能と

なり．研究遂行に十分な効果があったものと考えている． 

 


